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理念

(1) セラピーを文化として普及させ、現代人のメン
タルヘルスの向上を目指すこと

(2) 子どもをサポートできる成熟した大人を増やし、
子どもたちに希望を与えること

(3) ACEスコア（小児期逆境体験スコア）を1世代で
半分以下に減らすこと

代表
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1. 愛を学ぶ場所

子どもたちの愛の誤解

親は真実の愛を教えられるのか？

親が傷ついた子どもだとしたら・・・？



2. 家族の真実に向かい合う

� ❌親を責めるため→⭕自分自身のため

� ❌不幸になるため→⭕幸せになるため

� ❌可能性を閉ざすため→⭕ギフトの開花
のため



3. 親の理想化

この状態ではセラピーの準備がない

「親は悪くない、自分が悪かった」親を
理想化して、親を助け、愛をもらおうと
している傷ついた子の状態

成熟した大人の視点＝親も傷ついていた
という理解とともに、自分のインナー
チャイルドの傷をいたわる。



4. 許し〜自然発生的現象

親を許そう、感謝しようと努力しない

＝認知の歪み、防衛を強くする

自分の痛みを理解した先に、感謝や許し
は湧いてくる可能性がある。



5. 親は本当に不幸なのか？

サバイバーの親は、大抵さらにひどいサ
バイバーです。

そのため、子どもは不幸な親を救おうと
します。

子どもは、親を救うために生まれていな
い。



6. 愛の大原則

� 愛は上から下に流れる

� 親から子に与えられる

� 子から親ではない



7. 愛の源

親が傷ついた子であっても、生命に感謝
することで、愛の源につながり、愛を受
け取ることはできる



8. 子どもの在り方

サバイバーは、子を自分の親にする

なぜなら、親が、自分にそのように関
わってきたから、それを愛の関わりだと
誤解している。



9. 愛の勘違い

親との関係で、何を愛だと勘違いしてき
たのか？



10. シェイム（恥）の
愛の戦略図

傷ついた子どものままのサバイバーが、
子をサバイバーにする

子にシェイムを植え付ける

シェイム＝恥の意識

（罪悪感、劣等感、屈辱感、自己卑下、
自己不信、自己批判…全ての痛みの根源）



11. 母性と父性からのギフト

母親＝子どもが最初に出会う存在

父親＝2番目に出会う存在



12. 母性の役割

母親、父親の中の女性性（母性）、母親
的役割の保護者



13. 父性の役割

父親、母親の中の男性性（父性）、父親
的役割の保護者



14. 女性性と男性性の役割

女性性と男性性の平等な関わりの必要性

母性の力＝飲み込む力（受容、育む）

父性の力＝分断する力（精査、決断）



15. 関わりによる自我成長

母親との出会いは、自分との出会い

父親との出会いは、他者（社会）との出
会い




